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: 産業 と文化の両面からの花きの振興 を、法律の目的 としています。
1

口
暉 颯 日 日 饉 ― 田 自 菫

“

ロ ロ 壼 口

"由
― 饉 ― ― 籠 ― ロ ー 饉 ― 麟 口

"鮨
口 ~ロ ロ ロ ロ 饉 日

“

口 菫 鬱 ― ― ロ ー 饉 ロ ロ 壼 ― ― ― 自 ― ― ― ― ニ

雪,含:二揮湾毎:,I藉墨 :
|あ1事‐業をltlう

=||■
■■|||■‐|■ |

―
口 自 口 田 ― ―

"―
― ― ロ ー ロ ー 颯 ロ ロ 由 朧 ロ ロ 薇 ロ ロ ー ー ー ロ ロ 菫 田 ロ ロ

"―
~目 ― 目 自 饉 ― 興 由 ロ ー

“

口 ~‐ ― 口

"菫 =饉 甲
-1

1              . |

「花き」とは、具体的には切 り花 (ヤ シの業等切 り葉、サクラやサカキ等切 り枝を合

む)、 鉢もの (洋 ラン類、観葉植物、盆栽等)、 花木類 (ツ ツジ等庭木に使われる木

本性植物で緑イヒ木を合む)、 球根類 (食用に供されるものを除 く)、 花壇用書もの

(パ ンジー、ペチュニア等 )、 芝類 (造園用等養成されているもの)、 地被植物類

(ササ、ツタ、ジャノヒゲ等の地面や壁面の被覆に供するもの)の ことを言います。
ロ



対策のポイ― 刈束 C/J不 イ ン ト
:還 と輸出拡大を図るため、生産 口供給体制強化と需要国産花きのシエア奪還と輸出拡大を

拡大に向けた取組を進めるほか、オ リンピック・パラリンピック東京大会で

の花きの供給体制をつくり、国内外へ国産花きをアピール します。

[平成27年 度予算の概要 ]

国産花きの生産 =
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<背景/課題>
・我が国の花きは、国際園芸博覧会の品種コンテス トで最高得点を獲得するなど世界的

毀尤   鱚屹
。また、真夏に開催されるオリンピック・パラリンピック東京大会において、勝利の花

束いわゆる `ビクトリーブーケ'や空港などの公共スペース、競技会場等で装飾に使
用する花きが不足しないよう、国産花きを安定的に生産・供給する体制の整備が必要でず   |            
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2.トルコ・アンタルヤ国際園芸博覧会正
トルコ・アシタルヤ国際園芸博覧会解
計画の検討・作成、出展ブースの設計・

(関連対策)
国産花きのシエア奪還・輸出拡大を支える研究開発 (委託プ由ジェク ト研究)[新規]

110(― )百万円
花きの国際競争力の強化に向け、①良日持ち性、病害抵抗性等民間企業の育種を下
支えする基盤的形質を有する系統、②日持ち性向上のための鮮度保持剤、梱包資材等、
③栽培施設の
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○国産花きの産出額の拡大
(3,761億円 (平成24年 )
○花き輸出額の増大
(96億円 (平成25年)ム

→ 51000億円 (平成32年 ))

150億 円 (平成32年 ))


